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消
防
団
と
し
て
の
使
命

　
桜
川
市
消
防
団
は
、
現
在
、
女

性
消
防
分
団
（
１
団
）
を
含
む
計

37
分
団
で
、
女
性
12
人
・
男
性

５
５
１
人
の
総
勢
５
６
３
人
と
消

防
ポ
ン
プ
車
36
台
の
体
制
で
消

防
・
防
災
の
任
務
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
使
命
は
、
地
域
の
皆
様
の

生
命
財
産
を
守
り
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
日
頃
か
ら
、

防
火
・
防
災
思
想
の
普
及
啓
発
を

図
る
と
と
も
に
、
団
員
一
人
ひ
と

り
が
日
々
の
訓
練
や
予
防
活
動
を
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第
34
分
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こ

市
長
感
謝
状
授
与
者
〈
勤
続
６
年

以
上
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２
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杯
２
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以
上
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高た
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坪つ

ぼ
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進し
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一い
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第
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勝か
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田た

　
晃
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第
９
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大お
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夫お

第
18
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団
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中な

か
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わ

浩ひ
ろ

明あ
き

第
23
分
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分
団
長
　
増ま

す

渕ぶ
ち

　
崇

た
か
し

第
24
分
団
　
分
団
長
　
廣ひ

ろ
さ
わ
し
ょ
う
い
ち

澤
正
一

第
26
分
団
　
分
団
長
　
櫻さ

く
ら
い
た
か
あ
き

井
崇
明

第
30
分
団
　
分
団
長
　
青あ

お

木き

　
努

つ
と
む

第
19
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団
副
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団
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尾お

見み

一か
ず

博ひ
ろ

第
23
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よ
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井
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班
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か

善ぜ
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第
26
分
団
　
　
班
長
　
上う

え

野の

悦え
つ

男お

茨
城
県
消
防
協
会
長
報
償
者

【
金
杯
】〈
勤
続
５
年
以
上
〉　

第
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長
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の
き
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ひ
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ひ
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戸
裕
彦

第
16
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団
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村む
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英え
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治じ

第
20
分
団
　
分
団
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か

澤ざ
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寿と
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第
33
分
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分
団
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塚つ

か

本も
と

光み
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晴は
る

第
34
分
団
　
分
団
長
　
杉す

ぎ

山や
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芳よ
し

信の
ぶ

第
１
分
団
副
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団
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佐さ

野の

直な
お
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第
２
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隆
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し

第
21
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長
　
秋あ
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重
ね
、
災
害
に
際
し
一
致
団
結
し

て
任
務
を
全
う
す
る
覚
悟
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

活
動
状
況

　
平
成
23
年
中
、
市
内
で
は
26
件

の
火
災
が
発
生
し
、
内
18
件
が
建

物
火
災
で
し
た
。
消
防
団
は
昼
夜

を
問
わ
な
い
火
災
に
も
迅
速
に
現

場
に
駆
け
つ
け
、
消
防
署
な
ど
と

連
携
し
て
消
火
活
動
を
行
う
ほ

か
、
地
震
・
台
風
な
ど
の
自
然
の

猛
威
に
対
す
る
防
災
活
動
な
ど
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
は
、
消
防
・
防
災
の
精
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潔
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30
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団
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い
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健け
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一い
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第
４
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団
員
　
鈴す

ず

木き

誠せ
い

治じ

第
７
分
団
　
　
団
員
　
齋さ

い

藤と
う

　
寿

ひ
さ
し

第
12
分
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団
員
　
増ま
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田だ

清せ
い

一い
ち

第
27
分
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団
員
　
松ま

つ

本も
と

孝た
か

浩ひ
ろ

第
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分
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団
員
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村む
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友と
も

重か
ず

第
34
分
団
　
　
団
員
　
塩し

お

谷や

武た
け
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こ

平
成
23
年
・
24
年
表
彰
者

　
現
役
消
防
団
で
、
平
成
23
年
・

24
年
に
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
の

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】　

団
本
部
　
　
　
団
長
　
皆み

な

川か
わ

光み
つ

吉よ
し

【
精
績
章
】　

団
本
部
　
　
本
部
員
　
鈴す

ず

木き

定さ
だ

明あ
き

茨
城
県
知
事
表
彰

神
を
根
底
に
各
団
員
が
一
致
団
結

し
、
我
を
さ
て
お
き
、
市
民
の
皆

様
へ
の
停
電
・
断
水
・
生
活
配
水

の
給
水
情
報
な
ど
の
広
報
活
動
お

よ
び
生
活
用
水
・
飲
料
水
の
給
水

活
動
、
ま
た
、
一
人
暮
ら
し
の
お

年
寄
り
の
方
な
ど
の
安
否
確
認
・

救
援
な
ど
の
支
援
活
動
に
あ
た
り

ま
し
た
。

防
災
へ
の
誓
い
を
新
た
に

　
こ
の
よ
う
に
、
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
は
、
郷
土
を
愛
す
る
崇
高
な

消
防
精
神
と
強
い
責
任
感
の
下
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

献
身
的
な
任
務
に
あ
た
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
本
日
の
出
初
式
を
機
に
消
防
団

員
と
し
て
の
使
命
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
き
、
新
た
な
気
持
ち
で
伝

統
あ
る
消
防
精
神
の
高
揚
を
図
り

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
退
職
消
防
団
員

　
式
典
で
は
、
市
消
防
団
退
職
に

あ
た
り
報
償
・
表
彰
な
ど
を
次
の

方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　（
敬
称
略
・
分
団
・
職
名
は
元
）

消
防
庁
長
官
報
償
伝
達

【
銀
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続
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年
以
上
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団
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本
部
　
　
本
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稲い

な
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げ
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ほ
か
９
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茨
城
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消
防
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会
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【
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労
章
】〈
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続
15
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上
〉

第
23
分
団
　
分
団
長
　
栗く

り

原は
ら

崇た
か

夫お

ほ
か
10
人

市
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】〈
勤
続
20
年
〉

団
本
部
　 

本
部
員
　
稲い

な

川が
わ

重し
げ

昭あ
き

ほ
か
９
人

【
勤
続
章
】〈
勤
続
10
年
〉

第
34
分
団
　
分
団
長
　
告つ

げ

　
恒つ

ね

男お

ほ
か
32
人

【
分
団
章
】〈
特
別
功
労
、
操
法
大

会
出
場
分
団
〉

第
19
分
団
、
第
20
分
団
、
第
21
分

団
、
第
22
分
団

【
感
謝
状
】（
火
災
鎮
圧
功
労
者
）

犬
田
地
区
　
　
　
　
　
磯い

そ

　
秀ひ

で

樹き

　
同
　
　
　
　
　
　
　
鈴す

ず

木き

祐ゆ
う

樹き

（
消
防
施
設
協
力
者
）　

真
壁
町
真
壁
　
　
　
　
中な

か

村む
ら

和か
ず

雄お

筑
西
広
域
消
防
本
部
消
防
長
表
彰

【
優
良
分
団
】
第
19
分
団
、
第
20

分
団
、
第
21
分
団
、
第
22
分
団

消
防
団
長
表
彰

【
優
良
分
団
】

第
４
分
団
、
第
11
分
団
、
第
24
分

団
、
第
31
分
団
、
第
32
分
団

　
平
成
24
年
桜
川
市
消
防
団
出
初
式
が
１
月
９
日
（
月
）、
大
和
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
を
会
場
に
、
市
内
の
全
37
消
防
分
団
と
消
防

署
な
ど
か
ら
関
係
者
５
０
２
人
と
ポ
ン
プ
車
な
ど
36
台
が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
中
田
市
長
の
式
辞
の
後
、
表
彰
並
び
に
感
謝
状
の
伝
達
お

よ
び
授
与
が
行
わ
れ
、
責
任
感
を
持
っ
て
献
身
的
な
活
躍
を
し
て
き
た
消

防
団
員
を
称
え
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
は
、
勇
壮
な
分
列
行
進
と
市
内
３
か
所
の
池
・
沼
で
一

斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
震
災
で
は
、
市
内
の
被
災
者
支
援
に
尽
力

桜
川
市
消
防
団
出
初
式

大和ふれあいセンターで、市内３7消防分団と消防署などから
関係者 502人が出席して平成 24年の出初式は行われました。

式典最後には、関係者および消防車両が参加して分列行進が行われました。
12 台の消防ポンプ車による長者池（真壁町谷貝地区）での放水試験。
池の中央に向け一斉放水しました。


